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ダンが関心を持った物質の変化は液化だけではなかった｡ 液体から固体に変わることや液体や固体
が蒸発して水蒸気に変わることも知っていたが, 自分が分解の危機にひんしている時に関心を持っ











一文がその例である｡ 空気が石のように固まり, 水が氷に固まる｡ 相反する物質, 相反する温度の
ものが結びつけられている｡ 物理学に感情を詰め込むのである｡
蒸発作用にも興味をそそられている｡ ｢熱病｣ では女性の息と共に全世界が蒸発し, ｢臨終｣ では
恋人達のキスが ｢二人の魂を吸って, 蒸発させる｣｡ 息と溜息は詩中では通常の肺の働きとしてで
はなく, 溶解 物質が非物質化していく例 として扱われている｡ 血液は生気を生み出すため
に働き, 天使は空気でその顔と翼を作る｡ いずれも希薄なものや希薄化するものに同様の関心を示
すのである｡ 説教では ｢蒸発する｣ 魂あるいは身体の中で ｢息をし, 蒸気を発する｣ 魂のことを語っ
たり, 更に専門的に熱せられた時の水銀の蒸発の早さについても述べている｡60)
毒物が発散する有毒ガスにも関心を持った｡ 現代の劇でも本や頭がい骨にキスをしたり, 花束の
匂いをかぐと決まって死を招くということになっている｡ ｢香水｣ で ｢らい病やみの娼婦の吐く息｣
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魅力的である｡ ダンは最新の毒の文学をものにしていたようで, 『偽殉教者』 に1606年のフォレス
タスの 『毒について』 を引用している｡
気化はさまざまな詩中で意図的に表された実体から非実体あるいはその逆の変化によっても示唆
されている｡ 魂は肉体から分離し空中に浮かびまた戻る｡ ｢美しく輝く無が｣ 肉の手足をつける｡




限に変化する｡ 物質を溶解し, 浄化し, 第五元素を抽出し, それを濃縮することができるのは錬金








金属を変化させる (            ) 際にはその金属を 焼 (          ) ないし液化




を使うのはおかしい｡｣63) と言う｡ しかし, おかしなことはダンの批評家がおかしいと思うことだ｡
ダンの説教にはこれに類した一節はたくさんある｡    で終わる名詞はダンお気に入りの頼りにな
る言葉で, 頼りになると思うのはこれら静止を表すとものと信じられている言葉を変化を表すもの
として使えるからである｡ 従って, 引用の中にある言葉は概して物質の変化 (｢分解｣ ―        
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たことであろう｡ ｢金がもし話せ, 望むことができたら, 金は暗いところ, 鉱脈の中にいることに
満足せず, 地表に出たがるであろう｡｣68) 詩中で夢中になって金を駆使する｡ ダンにとって金はイ
メージの源泉として非常に重要であった｡ ダンを興奮させた金の属性は金箔を作る時の例に見られ
















いる｡ 打ち延ばされた金は ｢磨り減って吹き飛ばされすぐさま無に帰す｣ と言っている｡ 金箔では
金貨にもならない｡ 罪深い性質や ｢みだらな話し｣ と結びついたり, ｢役に立たない, たわいのな

















いことだとダンは実感する｡ 更に, 二人の個人的関係としての愛はつかのまの, 果てしなく流動す
るものでしかなくそこには個人は存在しないのだから幻想であると言う｡ ダンの愛の詩はこうした
状況を無頓着に受け入れる時もあれば, それを嘆き悲しむ時もあり, また ｢一周年記念｣ のように
















おり, すべての人間は絶えず変化し, 移動し, 一連の物質的存在を影としてしかとらえられないの







となる｡ しかし, ダンの言うことが正しいとすれば彼女はいなかったことになる｡ 他の人と同じ様
に彼女は宇宙の流れの中に消えて行くからである｡ もちろん, ダンを弁護するためには ｢第二周年
記念の歌｣ の詩行はただ肉体の変化に関して言っているだけで人間の魂そのものは変化しないまま















消えない｣ のである｡ というかダンが自分に都合よくそう決めたのだ｡ ダンを責めることはできな










































である｡ 同じ様に混乱した自己の実例が ｢別れ：窓に書かれた僕の名前について｣ にある｡ ここで
はダンは女性に彼女が窓ガラスに映った自分の姿を見ると顔のところに彼の名前があるのが見える






一方 ｢一周年記念｣ で一年愛したとダン自身が言っている｡ この矛盾はダンに典型的なことだ｡ つ
まり, 何か安定したものが欲しいと思うのは不安定な感じでいる時や不安定な感じを抑えようとし
ている時なのだ｡
この種の相互矛盾は 『歌とソネット』 に特有なものでありこれに悩む研究者もいる｡ ダンは詩ご




｢骨に巻きつけてある金髪の腕輪｣ が描かれた ｢聖遺物｣ は相手構わず関係を持つ女性に対して不
平を言うにふさわしい詩である｡
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墓も女にならって
一人だけのベッドではなくなった｡80)
こういった一貫性のなさに混乱させられた研究者達は ｢皮肉な｣ 詩を前に ｢真面目な詩｣ を後にし












約もはばむものである｡ いかなる ｢立場｣ も取っていないのであり包括されることをはばんでいる

















その後, 既に見たように, ダンの頭は深い思索に支配されて考え始める｡ 中途まで進むとはっきり
させないまま三人称の女性に言及するようになる (｢しかし熱病で彼女が亡くなるはずがない…｣)｡
この始めの押さえ切れない激しい感情が思想によって絶ち切られることはよくあることだ｡ ｢臨終｣
はもう一つの例である｡ 痛ましくも愛情のこもった始まり (｢さあさあ, この最後の悲しいキスもこ
れまでにしよう｣) に続いて思想が慎重に計画してこの状況を救いにやってくる｡ 最終行まで深い感
情はそこなわれることなく, 表現はきちんと対立を構成している (｢二度死んだ｡ 別れて死んで, 行
けと命じてまた死んだ｣)｡ もちろん対立の構成にしっかりとした固定した規則があるわけではない｡









若きエリオットはダンが ｢偶然出会った感情に忠実で, その感情が複雑で, 急速に変わって対立す
ることを認識している｣84) と賞賛している｡ 同様にオルダス・ハックスリーは心理的リアリズムが






きないものとしてみなしていることを示唆している｡ 手紙に同封した詩を ｢紙片｣ とか ｢ひらめき｣
とか ｢蒸発｣87) とかと言ってる｡ 説教で作詩法の概略について一般的なことを話している時でさえ
詩は変化して行くものという考え方を持ち続けている｡ ｢詩の構造そのものは金の塊を打ち延ばし






























と女性を脅す詩を書いている｡90) しかし, ｢幽霊｣ とはその劇的構成と機知という点だけでなく首
尾一貫していないという点でも違っている｡ 冒頭は明らかに愛に報われなくて死ぬのであるが, 終
わりでは女性を愛してはいないので彼女に愛してもらい助けてもらうよりは彼の死後彼女を苦しま



























は我々を寄せ付けないし, 我々も近づかない｡ また, そうゆう人と一緒にいても胸を開かせてその
胸の内にあるものをはっきりさせられる可能性もない｡ 我々には推測するしかなく, 我々自身の経
験以外に方法はない｡ その複雑さを理解しようとすれば思考が分裂するという衝動を覚えざるを得
ない｡ それによって ｢幽霊｣ のように, あるいは (似たような例をあげれば) ｢トウィックナム庭
園｣ のように詩を読む力が養われるのである｡ ｢トウィックナム庭園｣ では話者が庭園に愛を持ち
込んだ自分を ｢自らを欺くもの｣ と言いながらそれでも ｢愛するのを止めない｣92) と言う｡
一見話者は自己矛盾には気づいていないようだが自分がそれまで言ったこと全てをはっきり拒否

































人は変化する (｢我々はかつての我々と同じではない｣) という考えを持っているが ｢一周年記念｣






































に向かって ｢わたしの心全てがここにあるわけではありません｣ と告白するダンと 『歌とソネット』
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